
しているが，貨車五起用においてはこのような方法が重姿なこと

はいうまでもない。

このような一連の捕置によって貨車迎用成総の向上をはかる

ことができるのである。 J.S: lji五ll J 日成紛の良否についてはいろい

ろの角皮から判定することができるのであるが， も っ とも速1):

(I(jなものとしては . J.S: 1II五1!JI1効率があり， 1:'(1lï巡用J文献の l向上

はj，'( l]i巡H1効率の向上といっても誤 りではない。

:1'�: I ]i を{È:凶共通的に五llJH しているのは，それが貨車を巡H!す

る場合に経済的・能率的 ・ 尖際的であるからである。北海道か

ら九州にl匂 っ て発送された貨車が， 九州で町 fïl!Hlすること ができ

ず， 北海iu までど~Jliで返送しなければならないと したらいちじ

るしく不経済な巡川となる。こう L 、う IJÇf列はほとんど通例であ

るから ， 幸IW し たと ころで一般にどこへでも巡JI ! できる共通巡

Hlが適当であることは当然である。しかし特殊な貨平で地獄を

かぎっ て五II川することがかえって経済的なものもあるわけで，

そのようなj，'(J]Iについては地以をかぎって巡Jflすることにして

いる。すなわち一般貨車では輸送できないか， または特殊の物

資を対象として製作された特殊構造を有 す るJ.S: I]iは，おおむね

その発送地'Ji;・が限定されているものが多いので， それらの地以

に専属させ， その1:S:Iliは制度上 1~1 動的に発駅に返送されるよう

にしてある。また一定企の貨物を |百jープ'jf聞に継続して輸送する

とか，その他の理由によ って貨車を一定区間に専用させて，そ

の区間だけ循環的に折返し述期することが有利な場合がある。

前者を専属運用， 後者を "IJ: Jll 主llHl と:fíj; しているがともに共通五Ií

1日の例外をな しているものである。明民主ßmはその1:S: 1]iの特殊

の話器能を発j'11 させることに重点をおき 1.年月1 王ll Hlは原貝IJ として

共通五Ií JFlをする以ヒに ， :1引|主主llJII効率が I~上できるものに適川

する こ とにな っ ている。このほかに共通並区別の例外と して私有

貨1]1がある。私有:1S:J][は所有者一に :':~l][返送されるのがtf通であ

るから ， 私有貨1]1を広範に認めるとすれば，勢いZEヰI Il!J送距離

が長大 と な っ て1'í:Jli iliHJ上得策でないので， !ll.1'1ーでは特殊な 1'í:

Jjiである大物車 ・ タ γ " 1] [ ・ ホ ッパ平にかぎってこれが「必めら

j している。{平井隆三)

かし 伊う んようこ う りつ 貨車運用効率 1'(!]iの 1"1 似する}~

合い ('-"1']以率)を示すものであって， 千干通には ~11: J ] [に対する {虫

JTI恥の;判合会百分wで表わされる。 すなわち与えられた現在1 ] i

のうち何%が貨物航として何日使Jt! されているかということ ，

淡 バすれば例々の:1'í:1]ιが{吋日目に新 し くつぎの l'í:物を依A股 して

いるかということ を示すものであ る。五ll Jlj効率25 % とはたと

えば， 1 ，000 両のWj]iのうち何日 250 阿が使川できると か， 日

数でいう と 4 日に l 皮新し くつぎの貨物を討し伎できるとかいう

こと をな味する。このおJ合1't"1主の l !ll伝日数は 4 臼，回転時IUHま

9611寺 la1 て'あるとも L 、 L 、得る。また見Ií川効率は行事の悶転日数

のi並数て"Rわされるから ， その似はl自転、 EI 数に逆比例するとい

い得る。したがって 11111の l凶転 日数すなわち凶転時間がやl' ひ.れ

1.[沼i Jll効ヰ'は低ドするし，逆に凶転1時間が短縮されれば述別効

率もこれに伴な って改?ちされる。

:ì-'í: ]1 ιの副転時間はその内容を状態日IJに区分すれば走行l時間l'

中紋11 年 1mおよび体総l時間に大別される。走行l時 I~I は5iIP ]1に述紡

されて愉送される H制~JJであり ， r.1'縦時間は列車のまII成替え ， ま

たは他の列]]J:への継送のため，駅または操車場で中継作業にか

かっている H年間である。また停'tll時間は1'í:1liの発駅または ~Yf駅

で貨物の絞込 ・収量 jJ ， :l:'í: 111の入* ・ 修繕あるいはただちに使JTJ

見込のないためのf労組守ぎのため， その駅に停留する時間をいう

のである 。 したが ってこれらの時間の長短がl国松l時聞を左右し，

巡JTJ効率を決定するものであ って，輸送上その嬰因となるもの

かし 々う んよ

はっきFのごとくで為る。

l 列車図数 2 列111速区Ê 3 貨物の 1 t 平均紛送距離

4 lï'llliキロに対する空事キロの比率 5 貨車巡用および集

結輸送の適斉 6 以 ・ 操111均の設日11条例ーお よび入換能力 7 

荷役能力 8 J.'(Ili修繕能力。

巡灯l効率の lJ:!P，にはいろいろの方法があるが， 現1正図欽にお

いてはつぎのn:式が使用されている。

本社の3章一式

(その 1 ) 
使間半数
報告 Ifl i現在Jj1総数

l吏川 I1':数
その 2 ) ←一 一一一一

E見:(EJド数一 (管外h' 'Æ送整備中数+儲位半数+修

落事薮了
支社およ ひ.鉄道1官邸応の J:tよ

使川市数+管内 rê管外 1 i1 ' .1 1i若年半数 +迎Iド 1 'リ送数(その 1 ) 
現了正 " I i数 一(管外 f il1送準備半数+留置

+ 主I:ïl iおよひ.私有 1liの返送数

Jl i数十修繕車数)

{吏川ヰ1数+ 管内'Æ管外 hlfll j公明 ']i数 +迎車lり送数
(その 2 ) m j'E 11': 数一(官~ 111 車数

+組事および私有平の返送数

+修繕 "lï 数)

これらの算式は使m箇所および使用目的によってそれぞれも

っ とも巡当した算式が使月j されている。本社と しては1わI[全体

の能率を見るのであるから，修繕"II ・ 留 îi~l lド も含めた報告 Inif.Q.

1正]11 て'総使刈 ]Ii数を除したもの(その 1 )を丹1 ~ 、るのが-~~.巡で

あるが，支社または鉄道管校長iに ~JHtll1配分計凶をする均合に

は，総~_(叫iから ~1外 IJ 発送整備半 ・ 儲1内耳l およ び修繕ヰiを除

いた五IíJfl現在車で伎JIj専を除した足IíJll効率 (その 2 )を i史 11 1 し

ている。支祖および鉄道管恕jるでは，それぞれ地域的に災なっ

た事的があるのでその算式もー憾ではない。 すなわち貌千El]i総

数か ら 1'1管内におし、て自由に{吏}fjできないもの ， すなわち管外

行発送控除1ヰi ・儲{位1ド ・ 修繕111 を1長引いたì'!IíJ 1 JJJl.![) 1工で，使用

車+使刑事とほとん ど変らない性質の管外1JI . : Il ~. 'Ii+社線に対

する迎車回送数を除して算出する もの(その 1 ) と， ~(I :事総

数から俗世間E と修総J l iだけを除いたもので，使用"lï + 初日JI~ヰ1

+迎専問送数を除して算出するもの(その 2 ) との 2 álì 1Jîがあ

る。 i走者a~'i:司iの迎i JlJ '"，総_!'lUI:平主義ではる均合で， ~J外行発

送盤術事もできる t.: 1す早 く t也管内に輸送しなければならないと

L づ見地から見る方法て'ある。 その し その 2 いずれの )jì去に

よるべきかは，その支社または鉄道管辺u日〉の事的に適合し たも

のによるべきであるが，どいたいにおいてその l は空事1"1 入を

受ける地域に， その 2 は fl(J li の到着の多い地併に使JjJするのが

適当である 。

本社のn式(その 1 )による述JTl効率の年次別の役移をみる

とつぎのとおり である。

l協和1

11 
12 13 14 15 16 17 18 19 

37.0 37.7 38.8 38.9 37.9 35.0 34.3 32.6 29.0 18.1 

H時事!
22 

21 
23 24 25 26 27 28 29 

18.3 21.4 24.4 23.5 24.8 28.2 26.7 28.0 27.4 27.8 

これに よ ってみる と運用効率は昭和 14 年度の 38.9 % を最高

とし， その後は逐次低下し終戦の昭和 20 年には 18.1 % と最低

を示した。 しかじながら， 昭和 21 年以降は国土の復興に伴な

い逐次回復し 26 年には 28. 2 % とな り異常の躍進を示したの
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